
(57)【要約】

【課題】　ＬＥＤを用いた照明器具の防水対策として筐

体内に樹脂液を充填するときに気泡が発生して熱伝導性

を高めにくかった。

【解決手段】　この発光ユニット１０は、第１部材１２

と第２部材１４が接合して構成されたケース内に基板６

０とＬＥＤ６２が収められる。第２部材１４は第１部材

１２に挿入される突出片４４を有し、突出片４４の内部

には流通路４６が形成されている。注入器５６から注入

口３４にシリコーンが注入されると、シリコーンは突出

片４４から第１部材側中空部５０、連絡路６６、第２部

材側中空部５２を経由して排出口３２から溢れる。この

過程で、シリコーンが発光ユニット１０内の空気ないし

気泡を外部へ押し出す。

【選択図】　図９
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 発 光 素 子 が 搭 載 さ れ た 基 板 を 覆 う ケ ー ス で あ っ て 、
　 前 記 基 板 を 挟 持 す る と と も に そ の 基 板 が 位 置 す る た め の 中 空 部 が 間 に 形 成 さ れ る よ う 互
い に 係 合 し た 状 態 で 接 合 さ れ る 略 皿 状 の 第 １ 部 材 と 第 ２ 部 材 で 構 成 さ れ 、
　 前 記 第 ２ 部 材 は 、 前 記 第 １ 部 材 に 挿 入 さ れ る 突 出 片 を 有 し 、 そ の 突 出 片 の 内 部 に は そ の
先 端 近 傍 か ら 末 端 に か け て 貫 通 し て 前 記 中 空 部 と 当 該 ケ ー ス 外 部 を 連 通 さ せ る 流 通 路 が 形
成 さ れ 、
　 前 記 流 通 路 が 当 該 ケ ー ス 外 部 へ 接 続 す る 位 置 に は 、 流 体 材 料 を 前 記 流 通 路 を 介 し て 前 記
中 空 部 へ 注 入 す る た め の 注 入 口 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 注 入 口 の 近 傍 に は 、 前 記 注 入 さ れ た 前 記 流 体 材 料 を 前 記 中 空 部 か ら 排 出 す る た め の
排 出 口 が 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ２ 部 材 と 前 記 第 １ 部 材 が 接 合 さ れ て 係 合 し た 状 態 に お い て 、 前 記 中 空 部 は 前 記 基
板 を 境 に 前 記 第 １ 部 材 側 の 空 間 と 前 記 第 ２ 部 材 側 の 空 間 に 分 け ら れ 、 前 記 突 出 片 の 先 端 は
前 記 第 １ 部 材 側 の 空 間 に 位 置 し 、 前 記 排 出 口 は 前 記 第 ２ 部 材 側 の 空 間 に 近 接 し 、
　 前 記 中 空 部 は 、 前 記 注 入 口 か ら 注 入 さ れ た 前 記 流 体 材 料 が 前 記 第 １ 部 材 側 の 空 間 か ら 前
記 第 ２ 部 材 側 の 空 間 に 流 れ て 前 記 排 出 口 か ら 排 出 さ れ る よ う な 形 状 に て 形 成 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 発 光 ユ ニ ッ ト 用 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 部 材 は 、 当 該 発 光 ユ ニ ッ ト 用 ケ ー ス の 使 用 時 に お い て 表 側 に 位 置 す る 部 材 で あ
り 、 前 記 発 光 素 子 が 発 す る 光 が 透 過 す る 略 透 明 の 部 位 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 部 材 は 、 当 該 発 光 ユ ニ ッ ト 用 ケ ー ス の 使 用 時 に お い て 裏 側 に 位 置 す る 部 材 で あ
り 、 前 記 注 入 口 は 前 記 使 用 時 に お い て 表 側 に 面 し な い 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 ユ ニ ッ ト 用 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ 部 材 の 外 表 面 に 凹 部 が 設 け ら れ 、 そ の 凹 部 の 底 面 の 一 部 に 前 記 排 出 口 が 設 け ら
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 発 光 ユ ニ ッ ト 用 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 排 出 口 の 開 口 面 積 は 、 前 記 注 入 口 の 開 口 面 積 よ り 広 く 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の 発 光 ユ ニ ッ ト 用 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 発 光 素 子 が 搭 載 さ れ た 基 板 を 挟 持 す る と と も に 前 記 基 板 が 位 置 す る た め の 中 空 部 が 間 に
形 成 さ れ る よ う 略 皿 状 の 第 １ 部 材 と 第 ２ 部 材 を 互 い に 係 合 さ せ た 状 態 で 接 合 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 ２ 部 材 に 設 け ら れ て 前 記 中 空 部 へ 接 続 さ れ た 注 入 口 に 、 流 体 材 料 を 注 入 す る た め
の 注 入 器 を 挿 入 す る 工 程 と 、
　 前 記 注 入 器 か ら 前 記 注 入 口 に 対 し て 前 記 流 体 材 料 の 注 入 を 開 始 す る 工 程 と 、
　 前 記 中 空 部 に お い て 前 記 基 板 を 境 に 形 成 さ れ た 前 記 第 １ 部 材 側 の 空 間 か ら 前 記 第 ２ 部 材
側 の 空 間 に か け て 前 記 流 体 材 料 を 充 満 さ せ る 工 程 と 、
　 前 記 充 満 し た 流 体 材 料 が 前 記 第 ２ 部 材 の 外 表 面 に 設 け ら れ た 排 出 口 か ら 排 出 さ れ 、 前 記
流 体 材 料 が 前 記 第 ２ 部 材 の 外 表 面 に お い て 前 記 排 出 口 の 周 囲 に 設 け ら れ た 凹 部 を 充 満 し た
と き に 、 前 記 流 体 材 料 の 注 入 を 停 止 す る 工 程 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 発 光 ユ ニ ッ ト 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 発 光 ユ ニ ッ ト 用 ケ ー ス お よ び 発 光 ユ ニ ッ ト 製 造 方 法 に 関 し 、 特 に 熱 放 出 性 能
の 高 い 発 光 ユ ニ ッ ト を 形 成 さ せ る 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 Ｌ Ｅ Ｄ （ 発 光 ダ イ オ ー ド ） 等 の 発 光 素 子 を 用 い た 照 明 器 具 は 、 屋 外 へ の 設 置 を 考
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慮 し て 防 水 対 策 が 施 さ れ て い る こ と が あ る 。 防 水 の 方 法 と し て 、 筐 体 内 に 透 明 な 樹 脂 を 充
填 す る 手 法 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ０ ５ ９ ３ ３ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 単 に ケ ー ス に 孔 を 開 け て 樹 脂 液 を 注 入 し て も 、 樹 脂 液 内 に 気 泡 が 発 生 し
や す く 、 熱 伝 導 性 が 高 ま ら な い 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 そ の よ う な 気 泡 が 外 観 に 現 れ る と 、
製 品 の 信 頼 性 に 対 す る 印 象 や 見 栄 え が 低 下 し て し ま う 。 そ の 場 合 、 気 泡 を 除 去 す る 処 理 が
必 要 に な り 、 そ の 分 、 照 明 器 具 の 製 造 工 程 が 複 雑 化 し て し ま う と 、 製 品 単 価 が 高 価 に な っ
て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て 、 熱 放 出 性 能 が 良 好 と な る 発 光 ユ ニ ッ ト 用
ケ ー ス お よ び 発 光 ユ ニ ッ ト 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の あ る 態 様 の 発 光 ユ ニ ッ ト 用 ケ ー ス は 、 発 光 素 子 が
搭 載 さ れ た 基 板 を 覆 う ケ ー ス で あ っ て 、 基 板 を 挟 持 す る と と も に そ の 基 板 が 位 置 す る た め
の 中 空 部 が 間 に 形 成 さ れ る よ う 互 い に 係 合 し た 状 態 で 接 合 さ れ る 略 皿 状 の 第 １ 部 材 と 第 ２
部 材 で 構 成 さ れ 、 第 ２ 部 材 は 、 第 １ 部 材 に 挿 入 さ れ る 突 出 片 を 有 し 、 そ の 突 出 片 の 内 部 に
は そ の 先 端 近 傍 か ら 末 端 に か け て 貫 通 し て 中 空 部 と 当 該 ケ ー ス 外 部 を 連 通 さ せ る 流 通 路 が
形 成 さ れ 、 流 通 路 が 当 該 ケ ー ス 外 部 へ 接 続 す る 位 置 に は 、 固 形 状 態 に 変 化 す る 流 体 材 料 を
流 通 路 を 介 し て 中 空 部 へ 注 入 す る た め の 注 入 口 が 形 成 さ れ 、 注 入 口 の 近 傍 に は 、 注 入 さ れ
た 流 体 材 料 を 中 空 部 か ら 排 出 す る た め の 排 出 口 が 設 け ら れ 、 第 ２ 部 材 と 第 １ 部 材 が 接 合 さ
れ て 係 合 し た 状 態 に お い て 、 中 空 部 は 基 板 を 境 に 第 １ 部 材 側 の 空 間 と 第 ２ 部 材 側 の 空 間 に
分 け ら れ 、 突 出 片 の 先 端 は 第 １ 部 材 側 の 空 間 に 位 置 し 、 排 出 口 は 第 ２ 部 材 側 の 空 間 に 近 接
し 、 中 空 部 は 、 注 入 口 か ら 注 入 さ れ た 流 体 材 料 が 第 １ 部 材 側 の 空 間 か ら 第 ２ 部 材 側 の 空 間
に 流 れ て 排 出 口 か ら 排 出 さ れ る よ う な 形 状 に て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 「 流 体 材 料 」 は 、 粘 性 の あ る 状 態 か ら 固 形 の 状 態 へ 変 化 す る シ リ コ ー ン 等 の 流 体 で あ っ
て も よ い 。 第 １ 部 材 と 第 ２ 部 材 は ネ ジ 止 め に よ り 接 合 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 態 様 に よ る と 、 流 体 材 料 は 注 入 口 、 流 通 路 、 第 １ 部 材 側 の 空 間 、 第 ２ 部 材 側 の 空 間
、 排 出 口 へ と 順 次 流 動 し 、 隙 間 な く 発 光 ユ ニ ッ ト の 内 部 を 充 満 す る 。 こ れ に よ り 、 空 気 な
い し 気 泡 が 発 光 ユ ニ ッ ト 内 に 残 ら な い の で 、 発 光 素 子 お よ び 基 板 が 発 す る 熱 が 流 体 材 料 お
よ び 発 光 ユ ニ ッ ト 用 ケ ー ス に 伝 達 し や す く 、 簡 単 な 工 程 で 安 価 に 熱 放 出 性 能 を 高 め る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ 部 材 は 、 当 該 発 光 ユ ニ ッ ト 用 ケ ー ス の 使 用 時 に お い て 表 側 に 位 置 す る 部 材 で あ り 、
発 光 素 子 が 発 す る 光 が 透 過 す る 略 透 明 の 部 位 を 有 し て も よ い 。 第 ２ 部 材 は 、 当 該 発 光 ユ ニ
ッ ト 用 ケ ー ス の 使 用 時 に お い て 裏 側 に 位 置 す る 部 材 で あ り 、 注 入 口 は 使 用 時 に お い て 表 側
に 面 し な い 位 置 に 設 け ら れ て い て も よ い 。 発 光 ユ ニ ッ ト と し て の 使 用 時 に は 第 １ 部 材 が 上
側 と な る よ う に 置 か れ る が 、 発 光 ユ ニ ッ ト の 組 立 時 、 特 に 発 光 ユ ニ ッ ト 用 ケ ー ス へ 流 体 材
料 を 注 入 す る と き は 第 ２ 部 材 が 上 側 と な る よ う 置 か れ て も よ い 。 そ の 場 合 、 シ リ コ ー ン 注
入 時 の 注 入 口 お よ び 排 出 口 は 上 側 に 向 か っ て 開 口 す る 形 と な る の で 、 シ リ コ ー ン 注 入 に 適
し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ 部 材 の 外 表 面 に 凹 部 が 設 け ら れ 、 そ の 凹 部 の 底 面 の 一 部 に 排 出 口 が 設 け ら れ て い て
も よ い 。 こ の 場 合 、 流 体 材 料 を 注 入 し て い き 、 排 出 口 か ら 排 出 さ れ 始 め た と き に 流 体 材 料
の 注 入 を 停 止 す れ ば 排 出 口 か ら 漏 れ た 僅 か な 流 体 材 料 は 凹 部 に 溜 ま る の で 、 流 体 材 料 が 滴
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下 し な い 。 ま た 、 凹 部 の 容 積 の 分 だ け 流 体 材 料 が 排 出 口 か ら 溢 れ る 余 裕 が 生 ま れ 、 流 体 材
料 の 注 入 量 を 適 量 に 収 め や す い 。 さ ら に 、 凹 部 の 底 面 は 排 出 口 の 開 口 面 積 よ り 広 く な っ て
お り 、 排 出 さ れ た 流 体 材 料 を 凹 部 に 溜 め た 状 態 に す れ ば 、 中 空 部 内 か ら 気 泡 が 浮 上 し て く
る 様 子 を 看 取 し や す い の で 、 発 光 ユ ニ ッ ト 内 に 空 気 な い し 気 泡 を 残 存 さ せ ず 、 熱 放 出 性 能
を 高 め や す い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 排 出 口 の 開 口 面 積 は 、 注 入 口 の 開 口 面 積 よ り 広 く 形 成 さ れ て い て も よ い 。 こ れ に よ り 、
流 体 材 料 が 注 入 口 か ら 排 出 口 の 方 向 へ 流 動 し や す く 、 そ の 流 れ と と も に 発 光 ユ ニ ッ ト 内 の
気 泡 が 外 部 へ 排 出 さ れ や す く す る こ と が で き 、 発 光 ユ ニ ッ ト 内 に 空 気 な い し 気 泡 を 残 存 さ
せ ず 、 熱 放 出 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 発 光 ユ ニ ッ ト 製 造 方 法 で あ る 。 こ の 方 法 は 、 発 光 素 子 が 搭 載 さ れ
た 基 板 を 挟 持 す る と と も に 基 板 が 位 置 す る た め の 中 空 部 が 間 に 形 成 さ れ る よ う 略 皿 状 の 第
１ 部 材 と 第 ２ 部 材 を 互 い に 係 合 さ せ る 工 程 と 、 第 ２ 部 材 に 設 け ら れ て 中 空 部 へ 接 続 さ れ た
注 入 口 に 、 固 形 状 態 に 変 化 す る 流 体 材 料 を 注 入 す る た め の 注 入 器 を 挿 入 す る 工 程 と 、 注 入
器 か ら 注 入 口 に 対 し て 流 体 材 料 の 注 入 を 開 始 す る 工 程 と 、 中 空 部 に お い て 基 板 を 境 に 形 成
さ れ た 第 １ 部 材 側 の 空 間 か ら 第 ２ 部 材 側 の 空 間 に か け て 流 体 材 料 を 充 満 さ せ る 工 程 と 、 充
満 し た 流 体 材 料 が 第 ２ 部 材 の 外 表 面 に 設 け ら れ た 排 出 口 か ら 排 出 さ れ 、 流 体 材 料 が 第 ２ 部
材 の 外 表 面 に お い て 排 出 口 の 周 囲 に 設 け ら れ た 凹 部 を 充 満 し た と き に 、 流 体 材 料 の 注 入 を
停 止 す る 工 程 と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 流 体 材 料 を 注 入 す る と き 、 第 ２ 部 材 が 第 １ 部 材 の 上 に 位 置 す る よ う 置 か れ て も よ い 。 流
体 材 料 の 注 入 を 停 止 し た 後 、 そ の ま ま 流 体 材 料 が 凝 固 す る ま で 全 体 を 静 止 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 態 様 に よ る と 、 効 率 よ く 発 光 ユ ニ ッ ト 内 の 気 泡 を 外 部 へ 排 出 さ せ な が ら 発 光 ユ ニ ッ
ト 内 に 流 体 材 料 を 充 填 で き る の で 、 熱 排 出 性 能 の 高 い 発 光 ユ ニ ッ ト を よ り 簡 単 に 製 造 す る
こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 発 光 ユ ニ ッ ト 用 ケ ー ス お よ び 発 光 ユ ニ ッ ト 製 造 方 法 は 、 熱 排 出 性 能 の 良 好 な 発
光 ユ ニ ッ ト を 簡 易 な 工 法 で 形 成 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 例 に お け る 発 光 ユ ニ ッ ト は 、 ケ ー ス 内 部 に シ リ コ ー ン が 充 填 さ れ て お り 、 ケ ー ス
内 部 に 空 気 な い し 気 泡 が 残 存 し な い 状 態 と な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 ケ ー ス 内 部 か ら 外 部
へ の 熱 伝 導 率 を 高 め 、 発 光 素 子 お よ び 基 板 か ら 発 生 す る 熱 を 外 部 へ 放 出 し や す く し て い る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 、 発 光 ユ ニ ッ ト を 複 数 接 続 し た 構 成 を 示 す 。 本 図 に 示 さ れ る 発 光 装 置 は 、 商 業 空
間 の 屋 外 照 明 や 屋 内 照 明 と い っ た 電 飾 に 用 い ら れ る 、 い わ ゆ る テ ー プ ラ イ ト で あ る 。 発 光
装 置 １ ０ ０ は 、 制 御 装 置 １ ２ ０ 、 電 力 供 給 用 の ケ ー ブ ル １ ６ お よ び 複 数 の 発 光 ユ ニ ッ ト を
備 え る 。 本 図 で は 、 複 数 の 発 光 ユ ニ ッ ト と し て 、 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ 、 １ ０ １ 、 １ ０ ２ 、 １
０ ３ 、 １ ０ ４ 、 １ ０ ５ 、 １ ０ ６ 、 １ ０ ７ （ 以 下 、 こ れ ら 複 数 の 発 光 ユ ニ ッ ト を 「 複 数 の 発
光 ユ ニ ッ ト １ ０ 等 」 と 総 称 す る ） を 示 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ケ ー ブ ル １ ６ は 、 例 え ば 約 ２ ０ ｍ 程 度 の 長 さ を 持 つ ケ ー ブ ル で あ り 、 並 行 に 配 置 さ れ た
４ 芯 の 導 線 を 樹 脂 部 材 で 被 覆 し て テ ー プ 状 に 形 成 さ せ た 扁 平 型 の ケ ー ブ ル で あ る 。 ケ ー ブ
ル １ ６ に お い て 所 定 の 間 隔 、 例 え ば 約 １ ０ ｃ ｍ 間 隔 で 複 数 の 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ 等 が 接 続 さ
れ る 。 ケ ー ブ ル １ ６ の 一 端 に 制 御 装 置 １ ２ ０ が 接 続 さ れ て お り 、 制 御 装 置 １ ２ ０ か ら ケ ー
ブ ル １ ６ を 通 じ て 複 数 の 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ 等 の そ れ ぞ れ に 電 力 が 供 給 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 複 数 の 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ 等 は 、 そ れ ぞ れ ３ 原 色 で あ る Ｒ Ｇ Ｂ （ 赤 色 、 緑 色 、 青 色 ） に 対
応 し て ３ 色 の Ｌ Ｅ Ｄ が 搭 載 さ れ 、 制 御 装 置 １ ２ ０ か ら の 電 力 供 給 お よ び そ の 制 御 に 応 じ て
発 光 す る 。 こ の と き 、 ３ 色 の Ｌ Ｅ Ｄ に 印 加 さ れ る 電 圧 に 応 じ て そ れ ぞ れ 異 な る 強 さ で 発 光
す る と と も に 、 ３ 色 の 発 光 強 度 の 組 合 せ で フ ル カ ラ ー 発 光 が 実 現 さ れ る 。 ケ ー ブ ル １ ６ 上
に 設 け ら れ た 複 数 の 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ 等 は 、 制 御 装 置 １ ２ ０ に よ る 制 御 の 下 、 そ れ ぞ れ 同
じ 発 光 色 で 発 光 す る 。 制 御 装 置 １ ２ ０ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ ご と に 印 加 す る 電 圧 の デ ュ テ ィ ー 比 や 位
相 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 発 光 色 を 徐 々 に 変 化 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 、 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ を 上 方 か ら 斜 め に 見 た 外 観 を 示 す 。 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 第
１ 部 材 １ ２ と 第 ２ 部 材 １ ４ を 備 え る 。 第 １ 部 材 １ ２ と 第 ２ 部 材 １ ４ は 、 互 い に 係 合 し た 状
態 で 間 に 中 空 部 が 形 成 さ れ る よ う に 接 合 さ れ る 。 第 １ 部 材 １ ２ と 第 ２ 部 材 １ ４ の 間 に 形 成
さ れ る 中 空 部 に は 、 発 光 素 子 が 搭 載 さ れ た 基 板 が 置 か れ 、 第 １ 部 材 １ ２ と 第 ２ 部 材 １ ４ に
よ っ て 挟 持 さ れ る 。 そ の 基 板 に は ケ ー ブ ル １ ６ が 接 続 さ れ て お り 、 ケ ー ブ ル １ ６ は 発 光 ユ
ニ ッ ト １ ０ の 両 側 面 に 設 け ら れ た 挿 通 口 か ら そ れ ぞ れ 外 部 へ 出 て い る 。 以 上 の よ う に 、 第
１ 部 材 １ ２ と 第 ２ 部 材 １ ４ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ 等 の 発 光 素 子 が 搭 載 さ れ た 基 板 を 覆 う 発 光 ユ ニ ッ ト
用 ケ ー ス を 構 成 す る 。 第 １ 部 材 １ ２ の 上 面 に は 透 光 部 １ ８ が 設 け ら れ 、 Ｌ Ｅ Ｄ か ら 発 せ ら
れ る 光 で 点 灯 す る 。 こ の 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 屋 外 に 設 置 さ れ た と き に 雨 や 雪 に 曝 さ れ る
こ と を 考 慮 し 、 防 水 の た め に ケ ー ス 内 部 に シ リ コ ー ン が 充 填 さ れ る 。 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ 内
部 の Ｌ Ｅ Ｄ や 基 板 な ど 通 電 す る 部 位 が シ リ コ ー ン で 覆 わ れ て 密 閉 さ れ 、 雨 水 の 浸 入 を 防 止
す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ は 、 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ を 裏 返 し に し て 上 方 か ら 斜 め に 見 た 外 観 を 示 す 。 第 ２ 部 材 １
４ は 、 第 １ 部 材 １ ２ に 対 し て ネ ジ ２ ０ 、 ２ ２ 、 ２ ４ 、 ２ ６ で 螺 合 さ れ る こ と に よ り 第 １ 部
材 １ ２ と 結 合 さ れ る 。 第 ２ 部 材 １ ４ の 外 表 面 に は 、 凹 部 ２ ８ 、 ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。 凹
部 ２ ８ の 底 面 の 一 部 に は 、 注 入 口 ３ ４ 、 排 出 口 ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。 注 入 口 ３ ４ か ら シ
リ コ ー ン を 注 入 し て 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ 内 に シ リ コ ー ン が 充 満 す る と 、 そ の シ リ コ ー ン の 一
部 が 排 出 口 ３ ２ か ら 溢 れ 出 す よ う 構 成 さ れ る 。 注 入 口 ３ ４ や 排 出 口 ３ ２ の 位 置 は 、 図 示 す
る 通 り 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ の 裏 面 に 位 置 し て お り 、 表 側 に 面 し て い な い 。 し た が っ て 、 シ リ
コ ー ン 注 入 時 は 本 図 の よ う に 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ を 裏 返 し に し て 固 定 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ は 、 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ を 平 面 側 か ら 見 た 外 観 を 示 す 。 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ の 平 面 側 に
現 れ て い る 第 １ 部 材 １ ２ は 、 丸 み を 帯 び た 略 長 方 形 に 形 成 さ れ た 外 表 面 １ ９ を 有 し 、 そ の
外 表 面 １ ９ の 略 中 央 に は 円 形 の 透 光 部 １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 透 光 部 １ ８ は 、 発 光 ユ ニ ッ
ト １ ０ 内 の Ｌ Ｅ Ｄ が 発 す る 光 が 透 過 す る よ う 略 透 明 の 部 材 に て 形 成 さ れ る 。 発 光 ユ ニ ッ ト
１ ０ に は ケ ー ブ ル １ ６ が 貫 通 し て お り 、 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ の 両 側 面 か ら ケ ー ブ ル １ ６ が 外
部 に 出 て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ は 、 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ を 底 面 側 か ら 見 た 外 観 を 示 す 。 第 ２ 部 材 １ ４ も ま た 第 １ 部 材
１ ２ と 同 様 に 、 丸 み を 帯 び た 略 長 方 形 に 形 成 さ れ た 外 表 面 ３ ３ を 有 す る 。 ネ ジ ２ ０ 、 ２ ２
、 ２ ４ 、 ２ ６ は 、 外 表 面 ３ ３ の 四 隅 に 設 け ら れ た ネ ジ 孔 に そ れ ぞ れ 螺 挿 さ れ る 。 凹 部 ２ ８
は ネ ジ ２ ０ と ネ ジ ２ ４ の 間 に 略 横 長 形 状 に て 設 け ら れ 、 凹 部 ３ ０ は ネ ジ ２ ２ と ネ ジ ２ ６ の
間 に 略 横 長 形 状 に て 設 け ら れ る 。 排 出 口 ３ ２ は 、 凹 部 ２ ８ 底 面 の 一 部 に て 、 凹 部 ２ ８ の 長
手 方 向 の 長 さ と ほ ぼ 同 じ 長 さ で ス リ ッ ト 状 に 形 成 さ れ る 。 注 入 口 ３ ４ は 、 凹 部 ２ ８ の 底 面
に て 排 出 口 ３ ２ の 長 さ よ り 短 い 長 軸 の 楕 円 形 状 に 形 成 さ れ る 。 凹 部 ２ ８ に は 排 出 口 ３ ２ か
ら 溢 れ た シ リ コ ー ン が 滞 留 す る 。 凹 部 ３ ０ は 凹 部 ２ ８ と 同 形 状 の 窪 み で あ る が 、 シ リ コ ー
ン の 注 入 口 ま た は 排 出 口 が 設 け ら れ て お ら ず 、 凹 部 ２ ８ と 対 称 位 置 に 設 け ら れ た 飾 り と し
て 美 観 を 保 つ 目 的 で 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 排 出 口 ３ ２ の 開 口 面 積 は 、 注 入 口 ３ ４ の 開 口 面 積 よ り 広 く 形 成 さ れ て い る 。 注 入 口 ３ ４
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か ら シ リ コ ー ン を 注 入 す る と 、 注 入 口 ３ ４ か ら 排 出 口 ３ ２ に 向 か っ て 圧 力 が 発 生 し 、 そ の
方 向 へ シ リ コ ー ン が 流 動 す る 。 シ リ コ ー ン の 流 れ と と も に 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ 内 の 空 気 な い
し 気 泡 が 外 部 へ 排 出 さ れ る 。 基 板 の 近 傍 に 気 泡 が 残 っ た 状 態 で シ リ コ ー ン が 凝 固 し て し ま
う と 、 基 板 か ら 発 生 す る 熱 で 気 泡 が 膨 張 し 基 板 上 の 半 田 を 剥 離 さ せ て し ま う な ど 、 電 子 部
品 に 悪 影 響 を 及 ぼ す お そ れ が あ る 。 そ の 点 、 本 実 施 例 で は 容 易 に 気 泡 が 排 出 さ れ 、 製 品 の
信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 シ リ コ ー ン は 空 気 よ り 熱 伝 導 率 が 高 い の で 、 基
板 や 発 光 素 子 か ら 発 生 す る 熱 が シ リ コ ー ン を 通 じ て 第 １ 部 材 １ ２ お よ び 第 ２ 部 材 １ ４ へ 効
率 よ く 伝 達 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 空 気 の 熱 伝 導 率 が 約 ０ ． ０ ２ ４ Ｗ ／ ｍ Ｋ で あ る の に 対 し
て 、 シ リ コ ー ン の 熱 伝 導 率 は 約 ０ ． １ ５ Ｗ ／ ｍ Ｋ で あ り 、 オ ー ダ ー が １ 桁 異 な る ほ ど 熱 伝
導 率 に 差 が あ る 。 本 実 施 例 で は シ リ コ ー ン を 充 填 さ せ る こ と に よ り 、 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ の
熱 放 出 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。 な お 、 注 入 口 ３ ４ か ら 排 出 口 ３ ２ へ 向 か う 圧 力 を さ ら
に 高 め る た め に 、 排 出 口 ３ ２ 側 か ら 吸 入 な ど の 手 法 に よ り 負 圧 を 加 え て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ は 、 第 １ 部 材 １ ２ を 正 面 側 か ら 見 た 外 観 を 示 す 。 第 １ 部 材 １ ２ の 底 部 に は 、 第 ２ 部
材 １ ４ と 係 合 す る 凸 部 ４ ０ 、 ４ ２ が 設 け ら れ て い る 。 透 光 部 １ ８ は 、 第 １ 部 材 １ ２ の 上 方
へ 隆 起 し た 形 状 に て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ７ は 、 第 ２ 部 材 １ ４ を 正 面 側 か ら 見 た 外 観 を 示 す 。 第 ２ 部 材 １ ４ の 上 部 に は 、 第 １ 部
材 １ ２ と 係 合 す る 突 出 片 ４ ４ が 設 け ら れ て い る 。 突 出 片 ４ ４ の 内 部 に は 、 シ リ コ ー ン を 注
入 す る た め の 流 通 路 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ８ は 、 第 １ 部 材 １ ２ と 第 ２ 部 材 １ ４ を 接 合 し た 状 態 で 側 方 か ら 見 た 外 観 を 示 す 。 第 １
部 材 １ ２ の 側 面 に は 、 略 横 長 形 状 に 切 り 欠 い た 第 １ 切 欠 部 ３ ６ が 設 け ら れ て い る 。 第 ２ 部
材 １ ４ の 側 面 に も 、 略 横 長 形 状 に 切 り 欠 い た 第 ２ 切 欠 部 ３ ８ が 設 け ら れ て い る 。 第 １ 切 欠
部 ３ ６ と 第 ２ 切 欠 部 ３ ８ は 、 第 １ 部 材 １ ２ と 第 ２ 部 材 １ ４ を 接 合 し た 状 態 で 一 つ の 挿 通 口
４ ８ を 形 成 す る 。 ケ ー ブ ル １ ６ は 、 挿 通 口 ４ ８ を 通 じ て 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ 内 か ら 外 部 へ 出
さ れ る 。 図 示 し な い 反 対 側 の 側 面 に お い て も 同 様 に 、 第 １ 部 材 １ ２ と 第 ２ 部 材 １ ４ の そ れ
ぞ れ に 切 欠 部 が 設 け ら れ て 挿 通 口 が 形 成 さ れ 、 そ の 挿 通 口 か ら も ケ ー ブ ル １ ６ が 出 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ９ は 、 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ に シ リ コ ー ン を 注 入 す る 様 子 を 断 面 で 示 す 。 本 図 は 、 第 １ 部
材 １ ２ と 第 ２ 部 材 １ ４ を 接 合 し た 状 態 を 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ の 側 面 側 か ら 見 た 方 向 の 断 面 図
で あ る 。 シ リ コ ー ン 注 入 時 は 、 第 ２ 部 材 １ ４ が 第 １ 部 材 １ ２ よ り 上 側 に 位 置 す る よ う 発 光
ユ ニ ッ ト １ ０ が 裏 返 し に さ れ た 状 態 で 固 定 さ れ る 。 第 １ 部 材 １ ２ と 第 ２ 部 材 １ ４ は 、 基 板
６ ０ を 挟 持 す る 。 第 １ 部 材 １ ２ と 第 ２ 部 材 １ ４ は 、 基 板 ６ ０ が 位 置 す る た め の 中 空 部 が 間
に 形 成 さ れ る よ う そ れ ぞ れ 対 向 側 が 略 皿 状 に 窪 ん だ 形 状 を 有 す る 。 基 板 ６ ０ の 表 側 の 面 に
は 発 光 素 子 と し て Ｌ Ｅ Ｄ ６ ２ が 搭 載 さ れ て い る 。 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ の 内 部 を 貫 通 す る ケ ー
ブ ル １ ６ は 、 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ の 内 部 に お い て 樹 脂 部 材 に よ る 被 覆 が 外 さ れ て ４ 本 の 導 線
が 剥 き 出 し に さ れ 、 そ れ ら ４ 本 の 導 線 が 基 板 ６ ０ の 裏 面 へ ハ ン ダ ５ ４ に よ り 接 続 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ 部 材 １ ２ と 第 ２ 部 材 １ ４ の 間 に 形 成 さ れ る 中 空 部 は 、 基 板 ６ ０ を 境 に 第 １ 部 材 側 中
空 部 ５ ０ と 第 ２ 部 材 側 中 空 部 ５ ２ に 分 け ら れ る 。 突 出 片 ４ ４ は 第 １ 部 材 １ ２ の 内 面 側 へ 挿
入 さ れ 、 そ の 先 端 は 第 １ 部 材 側 中 空 部 ５ ０ の 端 部 に 位 置 す る 。 突 出 片 ４ ４ の 内 部 に は そ の
先 端 近 傍 か ら 末 端 に か け て 貫 通 す る 流 通 路 ４ ６ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 流 通 路 ４ ６ が 第 １
部 材 側 中 空 部 ５ ０ と 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ 外 部 を 連 通 さ せ る 。 排 出 口 ３ ２ は 、 第 ２ 部 材 側 中 空
部 ５ ２ に 近 接 し た 位 置 に 設 け ら れ て お り 、 凹 部 ２ ８ と 第 ２ 部 材 側 中 空 部 ５ ２ が 排 出 口 ３ ２
を 介 し て 連 結 さ れ て い る 。 第 １ 部 材 側 中 空 部 ５ ０ と 第 ２ 部 材 側 中 空 部 ５ ２ は 、 連 絡 路 ６ ６
を 介 し て 連 通 さ れ て い る 。 連 絡 路 ６ ６ は 、 基 板 ６ ０ と 第 １ 部 材 １ ２ の 隙 間 で あ り 、 基 板 ６
０ を 中 心 と し て 、 突 出 片 ４ ４ が 挿 入 さ れ た 箇 所 と 対 称 の 位 置 に 形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ へ の シ リ コ ー ン 充 填 の 工 程 を 説 明 す る 。 第 １ 部 材 １ ２ と 第 ２
部 材 １ ４ を 接 合 さ せ て 螺 合 し た 後 、 注 入 口 ３ ４ に 注 入 器 ５ ６ の 先 端 を 挿 入 し 、 注 入 器 ５ ６
か ら 注 入 口 ３ ４ へ シ リ コ ー ン の 注 入 を 開 始 す る 。 注 入 口 ３ ４ か ら 注 入 さ れ た シ リ コ ー ン は
流 通 路 ４ ６ を 流 れ て 第 １ 部 材 側 中 空 部 ５ ０ に 充 填 さ れ る 。 シ リ コ ー ン は 第 １ 部 材 側 中 空 部
５ ０ か ら 連 絡 路 ６ ６ を 通 っ て 第 ２ 部 材 側 中 空 部 ５ ２ に 充 填 さ れ る 。 こ の と き 、 第 １ 部 材 側
中 空 部 ５ ０ や 第 ２ 部 材 側 中 空 部 ５ ２ の 内 部 を そ れ ま で 満 た し て い た 空 気 は シ リ コ ー ン に 押
し 出 さ れ る 形 で 排 出 口 ３ ２ か ら 排 出 さ れ る 。 シ リ コ ー ン 内 に 発 生 す る 気 泡 も シ リ コ ー ン の
流 動 と と も に 排 出 口 ３ ２ へ 向 か っ て 移 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 流 通 路 ４ ６ 、 第 １ 部 材 側 中 空 部 ５ ０ 、 連 絡 路 ６ ６ 、 第 ２ 部 材 側 中 空 部 ５ ２ を 充 満 し た シ
リ コ ー ン は 排 出 口 ３ ２ か ら 溢 れ 始 め る 。 排 出 口 ３ ２ か ら シ リ コ ー ン が 溢 れ 出 し た 時 点 で シ
リ コ ー ン の 注 入 を 終 了 す る 。 排 出 口 ３ ２ か ら 溢 れ た シ リ コ ー ン は 凹 部 ２ ８ に 滞 留 し 、 そ の
ま ま 放 置 す れ ば 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ 内 に 発 生 し た 気 泡 が 、 凹 部 ２ ８ ま で 浮 上 し て 外 部 へ 排 出
さ れ る 。 凹 部 ２ ８ に シ リ コ ー ン が 滞 留 し 、 そ の シ リ コ ー ン 内 を 気 泡 が 浮 上 し て い る 様 子 を
外 部 か ら 容 易 に 見 る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ 内 に 気 泡 が な く な る ま
で そ の 様 子 を 容 易 に 看 取 す る こ と が で き る 。 シ リ コ ー ン が 凝 固 す る ま で 乾 か し 、 シ リ コ ー
ン 充 填 の 工 程 が 修 了 す る 。 こ の よ う に 、 基 板 ６ ０ 、 Ｌ Ｅ Ｄ ６ ２ 、 ハ ン ダ ５ ４ 等 が 配 置 さ れ
た 狭 い 空 間 に お い て 、 注 入 口 ３ ４ 、 流 通 路 ４ ６ 、 第 １ 部 材 側 中 空 部 ５ ０ 、 連 絡 路 ６ ６ 、 第
２ 部 材 側 中 空 部 ５ ２ 、 排 出 口 ３ ２ の 順 で 一 方 向 に シ リ コ ー ン が 流 動 す る 。 し た が っ て 、 空
気 な い し 気 泡 を 外 部 へ 排 出 し や す い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 基 板 ６ ０ の 裏 面 に 設 け ら れ た 配 線 は 基 板 ６ ０ の 表 面 に 設 け ら れ た 配 線 と ス ル ー ホ
ー ル ま た は ビ ア ホ ー ル に て 接 続 さ れ て い る 。 こ れ は 、 基 板 ６ ０ の 表 面 側 で 発 生 す る 熱 、 や
Ｌ Ｅ Ｄ ６ ２ か ら 発 せ ら れ る 熱 を 基 板 ６ ０ の 裏 面 側 へ 伝 達 す る 、 一 種 の サ ー マ ル ビ ア と し て
働 く 。 基 板 ６ ０ の 裏 面 に は 、 そ の 裏 面 の 配 線 を ケ ー ブ ル １ ６ の 導 線 と 接 続 す る た め に ハ ン
ダ ５ ４ が 蒸 着 さ れ て い る 。 こ の ハ ン ダ ５ ４ が 比 較 的 大 き く 隆 起 す る よ う に 蒸 着 さ れ て お り
、 放 熱 面 積 が 広 く な っ て い る 。 し た が っ て 、 基 板 ６ ０ の 表 か ら 裏 へ 伝 達 し た 熱 が さ ら に ハ
ン ダ ５ ４ を 介 し て 第 ２ 部 材 側 中 空 部 ５ ２ の シ リ コ ー ン へ 伝 達 さ れ 、 熱 が 外 部 へ 逃 が さ れ る
。 こ の よ う に 、 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ 内 で 発 生 す る 熱 は 、 基 板 ６ ０ の 表 側 と 裏 側 の 双 方 か ら 効
率 よ く 外 部 へ 放 出 さ れ 、 熱 排 出 性 能 が 高 い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 実 施 例 を も と に 説 明 し た 。 こ の 実 施 例 は 例 示 で あ り 、 そ の 各 構 成 要 素 や
各 処 理 プ ロ セ ス の 組 合 せ に い ろ い ろ な 変 形 が 可 能 な こ と 、 ま た そ う し た 変 形 例 も 本 発 明 の
範 囲 に あ る こ と は 当 業 者 に 理 解 さ れ る と こ ろ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 例 え ば 、 実 施 の 形 態 に お い て は 、 流 体 材 料 と し て シ リ コ ー ン を 例 示 し た が 、 変 形 例 に お
い て は 流 体 材 料 と し て エ ポ キ シ 樹 脂 を 利 用 し て も よ い 。 た だ し 、 エ ポ キ シ 樹 脂 は 堅 く 、 割
れ や す く 、 劣 化 も し や す い た め 、 弾 力 性 が あ っ て 劣 化 の 少 な い シ リ コ ー ン の 方 が 有 利 と 言
え る 。 ま た 、 シ リ コ ー ン は 汚 れ や す い と い う 弱 点 が あ る も の の 、 そ も そ も 実 施 の 形 態 の よ
う に ケ ー ス 内 に 収 め ら れ る の で 汚 れ が 付 く お そ れ も な い 。 そ の 点 で も 、 実 施 の 形 態 に お け
る 発 光 ユ ニ ッ ト １ ０ は 有 利 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 発 光 ユ ニ ッ ト を 複 数 接 続 し た 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 発 光 ユ ニ ッ ト を 上 方 か ら 斜 め に 見 た 外 観 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 発 光 ユ ニ ッ ト を 裏 返 し に し て 上 方 か ら 斜 め に 見 た 外 観 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 発 光 ユ ニ ッ ト を 平 面 側 か ら 見 た 外 観 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 発 光 ユ ニ ッ ト を 底 面 側 か ら 見 た 外 観 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 １ 部 材 を 正 面 側 か ら 見 た 外 観 を 示 す 図 で あ る 。

10

20

30

40

50

(7) JP 2005-197006 A 2005.7.21



【 図 ７ 】 第 ２ 部 材 を 正 面 側 か ら 見 た 外 観 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 １ 部 材 と 第 ２ 部 材 を 接 合 し た 状 態 で 側 方 か ら 見 た 外 観 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 発 光 ユ ニ ッ ト に シ リ コ ー ン を 注 入 す る 様 子 を 断 面 で 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ ０ 　 発 光 ユ ニ ッ ト 、 　 １ ２ 　 第 １ 部 材 、 　 １ ４ 　 第 ２ 部 材 、 　 １ ９ 　 外 表 面 、 　 ２ ８
　 凹 部 、 　 ３ ２ 　 排 出 口 、 　 ３ ３ 　 外 表 面 、 　 ３ ４ 　 注 入 口 、 　 ４ ４ 　 突 出 片 、 　 ４ ６ 　
流 通 路 、 　 ５ ６ 　 注 入 器 、 　 ６ ０ 　 基 板 、 　 ６ ２ 　 Ｌ Ｅ Ｄ 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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